
 
 

 

 

PRESS RELEASE 

2024年 7月 5日 

ウパダシチニブについて、多関節型若年性特発性関節炎および乾癬性関節炎

の 2歳以上の小児患者さんに投与可能に 

− 2歳以上の小児患者さんに対するウパダシチニブ初の適応 1 

− ウパダシチニブは、免疫介在性炎症性疾患領域において 8つの適応症で承認を取得 1 

 

イリノイ州ノースシカゴ、2024年 6月 4日（米国時間）－アッヴィ（NYSE: ABBV）は本日、1種類以上

の腫瘍壊死因子（TNF）阻害薬に対して効果不十分または不耐容であった多関節型若年性特発性関

節炎（pJIA）および乾癬性関節炎（PsA）の 2 歳以上の患者さんに対し、ウパダシチニブが米国内にお

いて適応追加承認を取得したと発表しました。また、これらの小児患者さんには、新たに体重に基づき

用量設定するウパダシチニブの経口内服液の選択肢も追加されました 1。 

 

アッヴィの senior vice president兼 chief medical officer, global therapeuticsであるRoopal Thakkar, 

M.D.は、次のように述べています。「ウパダシチニブはさまざまなリウマチ性疾患の治療において重要

な役割を果たし、成人患者さんの疾患コントロールに貢献してまいりました。今回、当社として最年少の

小児患者さんへウパダシチニブの錠剤および内服液を提供できることを大変光栄に思います」 

 

米国内では、30万人近くの小児および青年が pJIAおよび PsA を含む若年性特発性関節炎に罹患し

ています 2-3。pJIAは、16歳未満の小児および青年で 5か所以上の関節炎が少なくとも 6週間続くこと

を特徴とします 2。PsA型の若年性特発性関節炎は、関節炎および乾癬を伴う皮膚病変の両方を特徴

本資料は、米国アッヴィ社が 2024 年 6月 4 日（米国時間）に発表したプレスリリースを日本語に抄訳し、2024 年 7 月 5

日（日本時間）、皆さまのご参考として供するものです。本資料の正式言語は英語であり、その内容および解釈について

は英語が優先します。本資料（英文）については、こちらをご覧ください。 

ウパダシチニブについては、国内において既存治療で効果不十分な関節リウマチ、乾癬性関節炎、X 線基準を満たさな

い体軸性脊椎関節炎、強直性脊椎炎、アトピー性皮膚炎、および中等症から重症の潰瘍性大腸炎並びにクローン病の患

者さんの治療薬として承認されていますが、本文中にある多関節型若年性特発性関節炎および若年性乾癬性関節炎の

適応症は承認されておりません。 
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とします 4。これらの慢性疾患は痛みを伴う消耗性の関節炎であり、未治療のまま放置すると関節の損

傷を引き起こす可能性があります 5-6。治療は進歩しているものの、多くの若年性特発性関節炎の患者

さんにとって長期寛解の達成は依然として困難であり、およそ半数の患者さんが成人期まで継続的な

治療を必要とします 7-8。 

 

セントメアリーズ病院のボンセクールリウマチセンターおよびバージニア大学小児病院小児科 成人・小

児リウマチ科（adult and pediatric rheumatology, Bon Secours Rheumatology Center of St. Mary's 

Hospital and the Department of Pediatrics at the University of Virginia Children's Hospital）の Aarat 

Patel, M.D.は次のように述べています。「pJIA および PsA の小児患者さんは、日常の身体的な作業

を行うことや日常生活を送ることが著しく制限されてしまう可能性があります。現在の患者さんのニー

ズを理解し、成人期まで疾患が続く可能性を知ることは、新たな治療選択肢の必要性をより高めます。

TNF 阻害薬で十分な効果が得られない患者さんに治療選択肢を提供することにより、医療業界、患者

さん、そして患者さんのご家族のニーズに応えることができるでしょう」 

 

 

承認の裏付けとなるデータ 1 

ウパダシチニブの錠剤および内服液の承認は、関節リウマチ（RA）および PsAの成人患者さんを対象

としたウパダシチニブの比較対照試験から得られたエビデンス、RAおよび PsAの成人患者さんならび

に pJIAの小児患者さん 51名から得られた薬物動態データ、そして pJIAの 2歳以上 18歳未満の小

児患者さん 83名から得られた安全性データによって裏付けられています。pJIAおよび PsAの小児患

者さんに推奨用量のウパダシチニブを投与したときの血漿中曝露量は、母集団薬物動態モデリングお

よびシミュレーションに基づき、RA および PsA 成人患者さんで認められた血漿中曝露量と同等である

と予測されます。 

 

 

ウパダシチニブについて 

アッヴィの科学者が発見し開発したウパダシチニブは、複数の免疫介在性炎症性疾患を対象に研究

が進められている JAK 阻害薬です。ヒト白血球の細胞アッセイにおいて、ウパダシチニブは

JAK2/JAK2を介した STATリン酸化よりも、JAK1および JAK1/JAK3を介したサイトカイン誘導による



 
 

STAT リン酸化をより強力に阻害しました。特定の JAK 酵素の阻害が、治療効果と安全性にどのよう

に関連しているかは現時点では明らかとなっていません 1。 

 

円形脱毛症、強直性脊椎炎、アトピー性皮膚炎、体軸性脊椎関節炎、クローン病、巨細胞性動脈炎、

化膿性汗腺炎、乾癬性関節炎、関節リウマチ、全身性エリテマトーデス（SLE）、高安動脈炎、潰瘍性

大腸炎、尋常性白斑を対象とするウパダシチニブ（リンヴォック）の第 III 相試験が進行中です

9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,21,22。 

 

 

リウマチ領域におけるアッヴィについて  

アッヴィは 20 年以上にわたり、リウマチ性疾患とともに生きる患者さんの治療の向上に取り組んでき 

ました。革新的な治療を発見し、提供するという当社の長年の取り組みを主軸とし、有望な新たな経路 

や標的の理解を深める最先端科学を追求し、より多くのリウマチ性疾患の患者さんが治療目標を達成 

できるよう支援していきます。 

 

 

アッヴィについて  

アッヴィのミッションは現在の深刻な健康課題を解決する革新的な医薬品の創製と提供、そして未来に

向けて医療上の困難な課題に挑むことです。一人ひとりの人生を豊かなものにするため次の主要領域

に取り組んでいます。免疫疾患、がん、精神・神経疾患、アイケア、さらに美容医療関連のアラガン・エ

ステティックスポートフォリオの製品・サービスです。アッヴィの詳細については、www.abbvie.com を

ご覧ください。Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）や YouTubeや LinkedInでも情報を公開していま

す。 
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